
  

 
 

       

第
１５
回
三
原
市
市
民
体
育
大
会
を 

振
り
返
っ
て 

  
 
 

深
町
連
合
町
内
会 

 
 
 
 
 

体
育
部
長 

天
木 

雅
之 

 

１０
月
８
日
（
日
）
に
、
や
ま
み
運
動
公

園
に
て
第
１５
回
三
原
市
市
民
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

天
候
は
、
い
つ
雨
が
降
る
か
な
と
心
配

し
な
が
ら
の
競
技
で
し
た
が
、
最
後
ま
で

競
技
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

少
し
納
得
の
で
き
な
い
競
技
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
力
一
杯
頑
張
っ
て
競
技

を
行
い
ま
し
た
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
子
供

た
ち
の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。 

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

           

夕
方
か
ら
の
反
省
会
で
は
、
色
々
な.

意
見
も
多
く
で
ま
し
た
の
で
、
次
回
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
応
援
、
沢
山
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

朝
早
く
か
ら
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
テ
ン

ト
の
設
営
な
ど
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
大

変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

     

一
緒
に
あ
る
き
ま
せ
ん
か
？ 

 
 
 

ゴ
ミ
拾
い
ウ
オ
ー
ク 

  
 
 

深
町
中
組
町
内
会 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

安
藤 

志
保 

 

中
組
町
内
会
で
ご
み
拾
い
ウ
オ
ー
ク
を

始
め
て
３
年
目
。
今
年
も
１１
月
最
後
の

日
曜
日
に
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

           

日
時 

１１
月
２６
日
（
日
） 

 
 
 

午
前
８
時
３０
分
～ 

集
合 

町
民
会
館 

※
飲
物
・
タ
オ
ル
・
火
箸
（
火
ば
さ

み
・
ト
ン
グ
）
・
軍
手
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

※
雨
天
の
場
合
、
中
止
し
ま
す
。 

 

町
民
会
館
か
ら
東
西
に
二
手
に
分
か
れ

て
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
、
ま
た
町
民
会
館
に
戻

り
ま
す
。
往
復
３
㎞
程
度
。 

 

お
問
い
合
わ
せ
は 

 andoshiho@
gm

ail.com
 

090—5265—3855 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
安
藤
ま
で
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲
▲ 

      
    
 

 
 

 
 

 
 

  
 

協
力
者
一
同 

  

「
暑
い
暑
い
」
と
言
っ
て
い
た 

の
が
、
一
気
に
肌
寒
い
気
候
に
な 

り
ま
し
た
。 

 
涼
し
く
な
っ
た
お
か
げ
も
あ
っ 

て
か
、
１０
月
１８
日
の
プ
チ
講
座
「
う
ま

い
話
に
ご
用
心
！
」
は
久
し
ぶ
り
に
人
数

が
多
く
、
２０
人
の
参
加
で
し
た
。 

 

プ
チ
講
座
で
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
啓

発
ビ
デ
オ
「
悪
質
業
者
の
視
点
」
を
見
た

後
、
三
原
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
は
、

昨
年
度
よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
相
談
が
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
多
い
の
は
、
通
販

の
定
期
購
入
の
解
約
や
、
水
回
り
な
ど
住

宅
修
理
の
高
額
請
求
、
勝
手
に
置
い
て
い

か
れ
た
置
き
薬
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

ゲ
ー
ム
課
金
の
電
子
マ
ネ
ー
支
払
い
な
ど
。 

 

通
信
販
売
の
場
合
、
商
品
が
工
場
か
ら

直
送
さ
れ
販
売
業
者
の
情
報
が
入
っ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、
ネ
ッ
ト
通
販

の
場
合
は
業
者
名
・
連
絡
先
や
宣
伝
の
う

た
い
文
句
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保

存
し
て
お
く
、
折
り
込
み
広
告
の
場
合
は

チ
ラ
シ
を
残
し
て
お
く
な
ど
、
ケ
ー
ス
に

応
じ
た
対
策
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

何
よ
り
大
切
な
の
は
、
不
安
な
時
に
誰

か
に
話
す
こ
と
。
サ
ロ
ン
の
場
が
、
情
報

交
換
や
相
談
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
深
町

か
ら
被
害
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
け
る

と
良
い
な
！
と
思
い
ま
す
。 

 

「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
し
て

「
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く

と
、
増
え
て
い
る
悪
質
な
手
口
、
勧
誘
ト

ー
ク
な
ど
、
様
々
な
注
意
喚
起
の
情
報
が

出
て
き
ま
す
。
気
に
な
る
人
は
、
見
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

 

三
原
市
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
は
市
役

所
３
階
で
、
電
話
番
号
は
６７―

６
４
１
０

で
す
。 

  

寒
く
な
る
と
動
く
の
が
億
劫
に
な
り
ま

す
が
、
水
曜
日
の
サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
に
、 

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

 

１１
月
は
深
っ
か
ふ
か
で
初
め
て
の
茶
話

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
茶
と
お
菓
子

を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
可
能

な
方
は
、
ご
自
身
の
思
い
出
の
写
真
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

 
  

水
曜
日
１０
時
～
１１
時
３０
分 

・
１
日
・
８
日
（
認
知
症
ミ
ニ
講
座
） 

・
１５
日
・
２２
日
・
２９
日
（
茶
話
会
） 

★
毎
回
最
初
の
３０
分
は
「
い
き
い
き
体

操
」
で
す
。 

 

持
っ
て
く
る
も
の 
 

・
飲
み
物
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・
長
い
タ
オ
ル
（
体
操
に
使
い
ま
す
） 

 

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
の
様
子
を
発

信
し
て
い
ま
す
。 

https://w
w

w.instagram
.com

/fukam
ach

i.ochanom
a/ 

   

問
い
合
わ
せ
先
（
安
藤
） 

 
 
090-5265-3855 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲
▲ 

     

第
２１
回
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会
に
参
加 

 

第
２１
回
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大

会
が
１０
月
１５
日
（
日
）
に
島
根
県
雲
南

市
加
茂
中
央
公
園
ふ
れ
あ
い
の
丘
で
開
催

さ
れ
、
１
１
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。 三

原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
か
ら
は
、
金
子
勝

彦
氏
、
林
洋
祐
氏
、
船
本
雄
三
氏
、
三
崎

卓
夫
氏
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

上
位
成
績
は
、
一
般
の
部
で
船
本
雄
三

氏
が
準
優
勝
の
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し

た
。 来

年
の
、
第
２２
回
の
中
四
国
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大

会
は
広
島
県
世
羅
町
小
谷
コ
ー
ス
の
地
元

開
催
予
定
な
の
で
、
参
加
者
全
員
が
今
年

以
上
の
成
績
を
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

   

三
原
市
・
月
例 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・ 

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

           

三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
月
例
大
会
が
、
１０
月

２１
日
（
土
）
に
１４
名
の
参
加
で
深
町
・

城
山
コ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

１
位  

 
 
 

 

石
井 

張
司 

２
位 

 
 
 
 

林 

洋
祐 

３
位 
 
 
 
 

井
上 

幸
子 

 
 

ベ
ス
グ
ロ
６７ 

 
 

 

井
上 

幸
子 

 
 

 

２
人
組
戦
１
位 

 
 

林 

洋
祐 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
上 

勝
史 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
選
手
の
敬
称
略 

 

次
回
は
、
年
大
会
第
１０
回
三
原
市
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
１１
月
５

日
（
日
）
に
、
行
い
ま
す
。 

参
加
希
望
の
方
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
、
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。 

 
 

 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 事
務
局 

山
内 

好
己 

 
               

     

西 

本 

一 

二 

三 

様 
 

八
十
七
歳 

（
上
組 

西
側
講
） 

 
 

十
月
十
六
日 

    

◆
連
合
町
内
会 

 

▼
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

５
日 

◆
小
学
校 

 

▼
歯
科
検
診 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
日 

 

▼
道
徳
参
観
日
・
地
域
清
掃
活
動 

 

２
日 

 

▼
人
権
の
花
運
動
・
委
員
会
活
動 

 

６
日 

 

▼
避
難
訓
練
（
地
震
） 

 
 

 
 

７
日 

 

▼
防
災
出
前
講
座
（
５
・
６
年
） 

 

９
日 

 

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー  

 

 １５
日 

 

▼
防
災
出
前
講
座
（
１
・
２
・
３
年
）  

１６
日 

 

▼
ふ
れ
あ
い
参
観
日 

 
 

 
  

２６
日 

 

▼
サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
（
３
年
） 

２８
日 

◆
如
水
館
中
学
・
高
校 

 

▼
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク 

 

１
～
７
日 

▼
舞
台
芸
術
公
演
・
リ
ー
ジ
ョ
ン 

４
・
５
日 

▼
進
研
１１
月
記
述
模
試
（
高
）
７
・

８
日 

▼
漢
字
検
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

１０
日 

▼
学
年
朝
会
（
高
３
） 

 
 

 
 

１４
日 

▼
学
年
朝
会
（
高
１
） 

 
 

 

１５
日 

▼
学
年
朝
会
（
高
２
） 
 

 
 
 

１６
日 

▼
数
学
検
定 

 
 

 
 

 
 

 

１８
日 

▼
高
２
期
末
テ
ス
ト 

 
  

２７
・

３０
日 

  

西 

様 

優
勝
お
め
で
と
う
！ 

  
 

 

深
町
連
合
町
内
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

安
藤 

志
保 

  

上
組
下
成
瀬
講
の
西
颯
太
郎
様
が
、

１０
月
８
日
～
１０
日
開
催
の
「
燃
ゆ
る
感

動
か
ご
し
ま
国
体
」
少
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
に
広
島
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
さ
れ
、
優
勝
に
輝
か
れ
ま
し

た
。
準
々
決
勝
で
本
塁
打
を
放
つ
活
躍
も

さ
れ
ま
し
た
。 

 

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

※
町
内
で
、
全
国
大
会
出
場
や
受
賞
等
の

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
連
合
町
内
会
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  

歩
く
会
に
ご
参
加
を 

  
 
 

 

歩
く
会
幹
事 

 
 
 
 
 
 
 

石
井 

 

堂
煕 

 三
原
市
八
幡
町 

 
 
 
 

御
調
八
幡
宮 

  
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

月 

日  

１１
月
１０
日
（
金
） 

予
備
日 

 
 

 

１３
日
（
月
） 

 
 

 
 

 
 

 

行
程 

 

９
時
１５
分 

深
町
中
組
町
民
会
館
発
（
車
） 

１０
時
００
分 

御
調
八
幡
宮
よ
り 

山
陽
道
八
幡
ＰＡ
へ
探
訪
開
始 

 

１１
時
３０
分 

探
訪
終
了 

昼
食 

 

１３
時
００
分 

深
町
中
組
町
民
会
館
着
（
車
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

▲
▲ 

ふ
か
ま
ち
の
ま
ど 

発

行

元 

連

絡

先 

第

号 

深
町
連
合
町
内
会 

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
だ
よ
り

１１
月
の
予
定

連
合
町
内
会
活
動
報
告 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
だ
よ
り 

「ふかまちのまどホームページのアドレスは
http://www.jcat.ne.jp/~fuka/top.html

深
町
各
種
団
体
十
一
月
行
事
予
定 

.

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

コスモス 

中
組
町
内
会
だ
よ
り 



  

    

子
ど
も
を
み
ん
な
で 

  
 

守
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

深
小
の
子
供
は 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

○
午
後
４
時
前
に
下
校
し
ま
す
。 

○
近
く
で
、
遠
く
で
、
み
ん
な
で 

 

見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
あ
い
さ
つ 

 
  

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。 

      

ど
り
ぃ
む
だ
よ
り 

  
 

 
 

 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む 

 
 
 
 
 

三
原
市
中
之
町
６
丁
目
３１
番
１
号 

  
 

 
 

電
話  

６１‐

４
４
１
０ 

 
 

ご
存
じ
で
す
か
？
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

６５
歳
以
上
の
皆
さ

ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢

者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
務
所
は
中
之
町
の
三
原
病
院

内
に
あ
り
ま
す
。 

こ
ん
な
と
き
「
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

ど
り
ぃ
む
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

     

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
た
い
。 

体
が
痛
い
の
で
家
の
清
掃
や
買
い
物
が 

 

十
分
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
。 

一
人
で
家
の
風
呂
に
入
る
に
は
不
安
が 

あ
る
。 

離
れ
て
暮
ら
す
親
の
世
話
が
大
変
。 

生
活
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か…

？ 

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
い
た
の
で
、 

そ
の
方
法
を
知
り
た
い
。 

薬
の
飲
み
忘
れ
が
増
え
て
い
る
。
き
ち 

ん
と
飲
め
る
良
い
方
法
は
な
い
だ
ろ
う 

 

か
。 

  
     

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
血
圧
を
測
る
と
い 

つ
も
高
い
が
、
か
か
り
つ
け
医
が
い
な 

 

い
。 

最
近
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
話
す
し
怒 

 
 

り
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
。 

こ
れ
っ
て
認
知
症…

？ 

近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
様
子 

が
変
わ
っ
て
き
て
、
最
近
あ
ま
り
姿
を 

 

見
か
け
な
い
。 

   
   

 

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
、
頼
れ
る
家
族
が 

 

身
近
に
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
先
の
色
々 

 

な
手
続
き
や
お
金
の
管
理
な
ど
、
見
て 

 

く
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
心
配
。 

い
つ
も
衣
類
が
汚
れ
て
い
る
。
家
族
と 

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
は
ず
な
ん
だ
け 

ど…

。 
     
 

入
院
し
て
い
る
が
、
退
院
す
る
よ
う
病 

院
か
ら
言
わ
れ
た
。
帰
っ
て
か
ら
家
の 

こ
と
を
一
人
で
で
き
る
か
心
配
。 

隣
の
人
か
ら
「
物
を
取
ら
れ
た
！
」
と 

責
め
ら
れ
る
。
何
と
か
な
ら
な
い
か 

…
？ 

ゆ
く
ゆ
く
は
施
設
入
所
も
考
え
て
い
る 

の
で
、
金
額
や
条
件
な
ど
情
報
を
教
え 

て
ほ
し
い
。 

 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む
で
は
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

（
相
談
は
無
料
で
す
） 

 
  
 

 

警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

   
 

 
 
 

    
 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル 

⑤
の
続
き 

 

路
側
帯 

 

自
転
車
は
著
し
く
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
る
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
き
、
路
側
帯

内
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
義

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
路
側
帯
の
外

側
を
通
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
）
相

互
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
道
路
の
左

側
部
分
に
設
け
ら
れ
た
路
側
帯
を
通
行
し

て
く
だ
さ
い
。
路
側
帯
内
を
通
行
す
る
場

合
は
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う

な
速
度
と
方
法
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

（
罰
則
）
２
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料 

  

路
側
帯
、
駐
車
禁
止
路
側
帯 

                   

歩
行
者
用
路
側
帯 

 

白
の
二
本
線
で
標
示
さ
れ
た
路
側
帯

（
歩
行
者
用
路
側
帯
）
の
場
合
は
、
路
側

帯
内
を
通
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

（
罰
則
）
３
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又
は
５

万
円
以
下
の
罰
金 

 

           

普
通
自
転
車
専
用
通
行
帯 

 

普
通
自
転
車
専
用
通
行
帯
と
は
、
道
路

標
識
等
に
よ
り
、
普
通
自
転
車
が
通
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
車
両
通
行
帯
を
指
定

し
た
も
の
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。 

普
通
自
転
車
は
、
普
通
自
転
車
専
用
通

行
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

普
通
自
転
車
専
用
通
行
帯
を
通
行
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

普
通
自
転
車
と
は 

  

相
互
通
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
道
路
の
左

側
部
分
に
設
け
ら
れ
た
専
用
通
行
帯
を
通
行
し

て
く
だ
さ
い
。 

（
注
記
）
普
通
自
転
車
以
外
の
軽
車
両
も
、
普

通
自
転
車
専
用
通
行
帯
を
通
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

（
罰
則
）
５
万
円
以
下
の
罰
金 

               

自
転
車
道 

 

自
転
車
道
と
は
、
縁
石
や
柵
そ
の
他
こ

れ
に
類
す
る
工
作
物
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ

た
車
道
部
分
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

普
通
自
転
車
は
、
自
転
車
道
が
設
け
ら

れ
て
い
る
道
路
で
は
、
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
自
転
車
道
を
通
行
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 
 

普
通
自
転
車
と
は 

 

自
転
車
は
相
互
通
行
可
能
で
す
が
、
自
転
車

道
の
左
側
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
の
片
側
に
し
か
自
転
車
道
が
な
い
場
合
は
、

そ
の
自
転
車
道
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 （

注
記
）
普
通
自
転
車
以
外
で
あ
っ
て
も
、

二
輪
又
は
三
輪
の
自
転
車
（
側
車
付
き
の
も
の

及
び
車
両
を
け
ん
引
し
て
い
る
も
の
を
除
く
）

は
、
自
転
車
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
罰
則
）
２
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科

料 
                

自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
・
自
転
車
ナ
ビ
ラ
イ
ン 

  

自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
・
自
転
車
ナ
ビ
ラ

イ
ン
と
は
、
自
転
車
通
行
動
線
（
通
行
す

べ
き
部
分
・
方
向
）
を
知
ら
せ
る
法
定
外

表
示
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 

自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
・
自
転
車
ナ
ビ
ラ

イ
ン
の
表
示
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
に

な
ら
っ
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

                 

⑥
横
断
の
方
法 

 

横
断
歩
道
で
の
横
断
方
法 

  

横
断
歩
道
に
歩
行
者
が
い
な
い
な
ど
歩

行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
恐
れ
が
な
い
場
合

は
、
横
断
歩
道
上
を
通
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
横
断
す
る
た
め

の
場
所
で
す
の
で
、
横
断
中
の
歩
行
者
の

通
行
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、

自
転
車
に
乗
っ
た
ま
ま
通
行
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

                

自
転
車
横
断
帯
が
あ
る
と
こ
ろ
で
の 

横
断
方
法 

  

自
転
車
は
、
道
路
や
交
差
点
又
は
そ
の

付
近
に
自
転
車
横
断
帯
が
あ
る
場
合
は
、

自
転
車
横
断
帯
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

 

横
断
歩
道
と
自
転
車
横
断
帯
の
ど
ち
ら

も
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
横
断
歩
道
上
で
は

な
く
、
必
ず
自
転
車
横
断
帯
を
通
行
し
ま

し
ょ
う
。 

                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

つ
づ
く 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー 

最
近
、
自
転
車
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
に
ル
ー
ル
を
守
り
走
行
し
ま
し
ょ
う
。 

自立して
生活でき
るよう支
援します

様々な相談に 
対応します 

皆の権利を守
るよう支援し

ます。 

様々な方面
から皆さん
を支援しま
す 

駐停車禁
止路側帯 

駐停車禁
止路側帯 

車道 

道路左側の
路側帯を通
行してくだ
さい 

路側帯 車道 路側帯 

  
歩行者用路側
帯は通行でき
ません。 

歩行者用路
側帯

車道歩行者用路
側帯 

自転車専用 歩道
通行帯 

自転車等の
車両通行帯

歩道 自転車
専用通行帯 

を道路の左
側部分の普
通自転車専
用通行帯を
通行してく
ださい 

普通自転車
専用通行帯
を通行して
ください 普通自転車専用

通行帯の標識 

自転車道 歩道 自転車等の 
車両通行帯 

歩道 自転車道 

自転車道
を通行し
てくださ
い自転車道では

左側を通行 

相互通行が可
能 

道路左側の
路側帯を通
行してくだ
さい 

自転車専用
の標識 

自転車ナビライン
上の通行は〇 

自転車ナビマーク
上の通行は〇 

歩道 車道 歩道

横断歩道上の歩行
者の通行を妨げる
恐れがあるとき
は、自転車は押し
て歩きましょう 

自転車横断帯が
ある交差点では
自転車横断帯を
通行しましょう 

深
町
子
ど
も
を
守
る
会 

自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク 

自
転
車
ナ
ビ
ラ
イ
ン 

自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
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岩
下 

華
蓮 

 

私
が
心
に
残
っ
た
場
所
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
飛
べ
な
い
鳥
の
ダ
チ
ョ
ウ
や
肉
食
の
ラ
イ
オ

ン
、
キ
リ
ン
や
亀
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
中
で
も
、
熊
や
ラ
イ
オ

ン
は
近
く
に
来
て
く
れ
た
り
、
こ
っ
ち
を
向
い
て
く
れ

た
り
し
た
の
が
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
の
で
、
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
ク
ラ
ゲ
の
滝
登
り
や
大

黒
柱
、
百
枚
皿
、
黄
金
柱
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
た

っ
た1

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
伸
び
る
の
に
、
百
年
か
ら
二

百
年
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。 

私
は
、
一
日
し
か
体
験
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
初

め
て
の
修
学
旅
行
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
修
学

旅
行
の
よ
う
に
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
同
じ
場
所
に
行
く
こ

と
は
も
う
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、
い
い
思
い
出
に
な
っ

て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
修
学
旅
行
で
学

ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

 

坂
本 

彩
夏 

 

私
が
修
学
旅
行
で
心
に
残
っ
た
場
所
は
、
二
つ
あ
り

ま
す
。 

一
つ
目
は
、
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
で
す
。
理
由
は
、
初

め
て
見
た
動
物
が
い
た
り
、
バ
ス
の
中
か
ら
見
て
も
す

ご
く
間
近
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
り
し
て
、
楽
し

か
っ
た
か
ら
で
す
。 

二
つ
目
は
、
松
陰
神
社
で
す
。
理
由
は
、
吉
田
松
陰
さ

ん
が
昔
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
か
や
、
ど

の
よ
う
に
子
ど
も
達
に
勉
強
を
教
え
て
い
た
か
な
ど
、

た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
中
で
も
、

吉
田
松
陰
さ
ん
が
、
本
を
読
み
な
が
ら
も
ち
を
つ
い
て

い
て
、
本
に
夢
中
に
な
っ
て
、
も
ち
を
つ
き
す
ぎ
て
い

た
と
い
う
話
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

私
は
、
修
学
旅
行
で
習
っ
た
こ
と
や
、
バ
ス
ガ
イ
ド

さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
を
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
で
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

為
清 

叶
翔 

 

ぼ
く
が
修
学
旅
行
で
心
に
残
っ
た
場
所
は
、
二
つ
あ

り
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
錦
帯
橋
で
す
。
理
由
は
、
橋
を
渡
っ
て

い
る
時
に
、
川
に
い
る
魚
を
見
る
の
が
楽
し
か
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
鵜
飼
の
鵜
が
、
ア
ユ
を
食
べ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
て
す
ご
い
な
と
思
っ
た
し
、
ぼ
く
も
ア

ユ
を
釣
り
た
い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

二
つ
目
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
理
由
は
、
秋
芳
洞
の
入

口
に
行
く
ま
で
の
秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
展
望
台
が
広
く
て

す
ご
い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
秋
芳
洞
の
空

洞
や
大
き
な
柱
な
ど
が
、
全
部
自
然
の
力
で
、
長
い
時

間
を
か
け
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。 

ぼ
く
は
、
こ
の
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
を
ふ
だ
ん

の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

船
本 

悠
鞠 
 

私
が
心
に
残
っ
た
場
所
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。    

一
つ
目
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
理
由
は
、
中
が
最
初
は

す
ず
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
奥
に
進
ん
で
い
く

と
少
し
肌
寒
か
っ
た
か
ら
で
す
。
他
に
も
、
黄
金
柱

は
、
最
初
は
暗
く
て
見
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
少
し
遠

ざ
か
っ
た
ら
、
す
ご
く
大
き
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
洞
く
つ
を
抜
け
る
と
、
出
口
が
す
ご
く
青

く
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。 

二
つ
目
は
、
錦
帯
橋
で
す
。
理
由
は
、
上
っ
て
み
る

と
坂
だ
け
か
と
思
っ
て
い
た
ら
階
段
も
あ
っ
て
、
最
初

は
、
こ
け
そ
う
で
危
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
上
っ
て
み
る

と
周
り
の
景
色
が
見
渡
せ
て
き
れ
い
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
高
い
と
こ
ろ
は
三
つ
あ
っ
て
、
そ
の
部
分
も
行
き

も
帰
り
も
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。 

他
の
松
下
村
塾
や
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
な
ど
で
学
ん
だ

こ
と
も
、
学
習
や
生
活
に
活
か
し
て
行
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
ま
た
今
度
、
山
口
県
に
行
く
時
は
、
家
族
と

一
緒
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

松
尾 

晃
希 

 

ぼ
く
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
秋
吉
台

サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
と
明
倫
学
舎
の
二
つ
で
す
。 

ま
ず
、
秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
で
は
、
お
土
産
を

買
う
時
に
何
に
す
る
か
迷
っ
た
け
れ
ど
、
友
達
と
た
く

さ
ん
話
し
な
が
ら
選
ん
だ
の
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
見
て
、
意
外
と
か
わ
い

い
動
物
も
い
た
し
、
迫
力
の
あ
る
動
物
も
い
ま
し
た
。 

明
倫
学
舎
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
木
で
で
き
て
い
て
結

構
広
く
て
、
古
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
戦
争
の
時
の
銃

や
服
、
帽
子
な
ど
を
見
て
、
戦
争
は
怖
そ
う
だ
け
れ

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
物
が
今
で
も
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る

の
は
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

昔
の
医
り
ょ
う
道
具
や
遊
び
道
具
な
ど
を
見
た
時
、 

「
昔
は
、
ま
す
い
無
し
で
手
術
を
し
て
い
る
。」
と
聞

い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
遊
び
道
具
は
、
昔
の
物

な
の
に
、
想
像
以
上
に
す
ご
か
っ
た
で
す
。 

他
に
も
、
錦
帯
橋
や
松
陰
神
社
に
行
っ
て
歴
史
の
こ

と
を
学
ん
だ
の
で
、
ま
た
山
口
県
に
行
き
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。 

                       

三
浦 

蒼
太 

 

ぼ
く
は
、
錦
帯
橋
と
秋
芳
洞
と
お
土
産
を
買
う
こ
と

が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

錦
帯
橋
で
は
、
橋
を
上
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
台
湾

か
ら
来
た
観
光
客
の
人
と
一
緒
に
話
が
で
き
た
か
ら
、

そ
れ
が
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

秋
芳
洞
で
は
、
大
黒
柱
を
見
て
、
そ
の
大
黒
柱
は
一

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
伸
び
る
の
に
百
年
も
か
か
る
こ
と

に
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
秋
芳
洞
は
、 

「
約
三
億
五
千
万
年
前
に
海
中
で
生
ま
れ
た
。」
と
、

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
仰
っ
て
い
た
の
で
、
す
ご
い
な
と

思
い
ま
し
た
。 

お
土
産
を
買
う
こ
と
は
、
修
学
旅
行
に
行
く
前
に
お

母
さ
ん
に
、 

「
五
人
に
お
土
産
を
買
っ
て
き
て
。」 

と
言
わ
れ
た
の
で
、 

「
こ
れ
、
絶
対
に
無
理
じ
ゃ
ん
。」 

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
実
際
に
行
っ
て
買
っ
て
み

る
と
、
意
外
と
五
人
分
を
買
う
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。 

 

山
内 

梨
楓 

 

私
が
修
学
旅
行
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
二
つ
あ
り

ま
す
。 

一
つ
目
は
、
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
で
す
。
わ
け
は
、
チ

ー
タ
ー
や
熊
な
ど
は
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
け
れ

ど
、
バ
ス
に
乗
っ
て
見
て
い
る
と
、
と
て
も
か
わ
い
か

っ
た
し
、
飼
育
員
さ
ん
が
知
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

教
え
て
く
れ
て
、
す
ご
く
面
白
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

二
つ
目
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
わ
け
は
、
秋
芳
洞
の
大

黒
柱
が
自
然
に
で
き
て
い
る
の
が
す
ご
い
な
と
思
っ
た

し
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
伸
び
る
の
に
、
百
年
か
か
る

と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。 

私
は
、
ま
た
山
口
県
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。 

  
  

入
川 

甘
菜 

 
 

私
が
修
学
旅
行
で
心
に
残
っ
て
い
る
場
所
は
、
二
つ
あ

り
ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
わ
け
は
、
そ
ん
な
に
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
所
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
、
こ
の
洞

く
つ
が
自
然
に
で
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
と
て
も
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
池
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
い

た
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
明
倫
学
舎
で
す
。
わ
け
は
、
昔
の
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。 

例
え
ば
、
昔
の
日
本
地

図
や
火
を
起
こ
す
道
具
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
昔
に
戻
っ

た
み
た
い
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

私
は
、
こ
の
二
日
間
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
す
ご
く
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

河
原 

榮
和 

 

ぼ
く
が
心
に
一
番
残
っ
た
の
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
わ
け

は
、
水
が
た
れ
て
き
た
り
、
す
ご
く
深
い
場
所
ま
で
行
っ

た
り
し
た
か
ら
で
す
。 

 

他
に
も
、
秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト

タ
イ
ガ
ー
や
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
な
ど
が
い
て
、
す
ご
く
か

っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
熊
や
シ
マ
ウ
マ
も
か
わ
い
か
っ
た

で
す
。
サ
イ
も
い
て
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

ま
た
、
錦
帯
橋
は
、
高
く
て
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、
な
ん

と
か
渡
り
切
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。 

一
日
目
に
泊
ま
っ
た
湯
田
温
泉
の
梅
之
家
さ
ん
も
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

ま
た
、
山
口
県
に
行
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
観

光
し
た
い
で
す
。 

 

北
迫 

幹
志 

 
 

ぼ
く
が
修
学
旅
行
で
心
に
残
っ
た
場
所
は
、
二
つ
あ
り

ま
す
。 

 

一
つ
目
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
理
由
は
、
ど
ん
ど
ん
深
い

場
所
ま
で
行
く
と
寒
く
な
っ
て
き
た
り
、
川
が
流
れ
て
い

た
り
し
た
か
ら
で
す
。
川
に
は
、
目
の
な
い
エ
ビ
が
い
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
は
、
秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
で
す
。
理
由
は
、

い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
い
て
、
特
に
ハ
イ
エ
ナ
が
か
っ
こ
よ

か
っ
た
か
ら
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
や
ラ
イ
オ
ン
も

か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。
リ
ク
ガ
メ
も
い
て
、
足
が
遅
い

の
か
な
と
思
っ
た
ら
、
意
外
と
足
が
速
く
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。 

 

湯
田
温
泉
の
梅
乃
家
さ
ん
に
泊
ま
っ
て
、
ご
飯
が
す
ご

く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
温
泉
に
あ
る
サ
ウ
ナ
も

気
持
ち
良
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
行
き
た
い
で
す
。 

 
西 
龍
大
郎 

 
 

ぼ
く
が
一
番
心
に
残
っ
た
場
所
は
、
湯
田
温
泉
で
す
。

理
由
は
、
ぼ
く
は
温
泉
に
入
る
の
が
初
め
て
で
ろ
天
風
呂

や
サ
ウ
ナ
、
と
て
も
温
か
い
温
泉
と
水
風
呂
に
入
り
、
最

初
に
じ
っ
く
り
と
温
泉
に
つ
か
っ
て
最
後
に
「
ぷ
わ
～
」

と
水
風
呂
に
入
っ
た
の
が
、
と
て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
か

ら
で
す
。 

 

二
番
目
に
心
に
残
っ
た
場
所
は
、
秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ

ン
ド
で
す
。
何
よ
り
も
、
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
の
か
わ
い

さ
と
か
っ
こ
よ
さ
が
た
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

こ
の
修
学
旅
行
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
夜
、

み
ん
な
で
六
年
生
の
男
子
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
、
た
く
さ

ん
遊
ん
だ
こ
と
で
す
。 

ま
た
今
度
、
行
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
行
き
た
い
で
す
。 

 

延
岡 

怜
奈 

 

私
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
秋
芳
洞
で
す
。
百

枚
皿
、
黄
金
柱
な
ど
が
あ
り
、
あ
ま
り
目
に
で
き
な
い
も

の
だ
し
、
自
然
で
で
き
て
い
る
の
に
何
年
も
何
年
も
か
か

っ
て
い
る
と
知
っ
て
、
す
ご
い
な
と
、
と
て
も
感
心
し
た

か
ら
で
す
。 

ま
た
、
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
見
る
動
物
や
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
動
物
が
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
副
班
長
だ
っ

た
の
で
、
写
真
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
思
い
出
を
残
せ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

私
は
、
山
口
県
の
修
学
旅
行
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
、

歴
史
、
関
わ
っ
て
い
る
人
へ
の
感
謝
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
べ
た
の
で
、
こ
の
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
学

校
生
活
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

6
年

⽣ 
６
年
⽣ 

6
年

⽣ 

５
年
⽣ 


